
技
術
の
向
上
と
、
心
身
の
成
長
！
 

発
行
：
秋
田
県
美
郷
町
議
会
　

編
集
：
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ

ム
チ
ュ
ー
デ
ン
ト美
郷
中

ム
チ
ュ
ー
デ
ン
ト美
郷
中

シ
リー
ズ

シ
リー
ズ

議
会
だ
よ
り

81
第

号
2024.10.15

共
同
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
見
学

議
会
基
本
条
例
の
あ
ら
ま
し

ペ
ー
ジ
11

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

ペ
ー
ジ
２

教
育
民
生
委
、先
進
地
を
視
察

ペ
ー
ジ
12

「
女
子
卓
球
部
」

詳
細
は
14
ペ
ー
ジ



2

決
算
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で

は
39
項
目
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
　
歳
入

町
　
税

問 

個
人
町
民
税
の
内
容
は
。

答 

所
得
の
85
％
を
占
め
る
給
与
所
得
が
２
億
６
７
０

０
万
増
の
１
７
６
億
４
５
０
０
万
円
と
好
調
だ
が
、
農

業
所
得
な
ど
が
減
収
し
た
結
果
、
全
体
で
は
１
億
４
５

０
０
万
円
増
の
２
０
７
億
６
０
０
０
万
円
だ
っ
た
。

使
用
料

問 

学
友
館
の
入
館
料
収
入
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
る
要
因
は
。

答 

令
和
４
年
度
開
催
の
「
大
川
清
一
展
」
が
通
常
の

３
倍
の
入
館
者
数
が
あ
っ
た
た
め
で
、
令
和
５
年
度
は

平
年
並
み
の
入
館
料
収
入
だ
っ
た
。

一
般
会
計
　
歳
出

広
報
広
聴
充
実
事
業

問 

町
民
か
ら
意
見·

要
望
を
聴
取
し
た
後
の
対
応

は
。

答 

は
が
き
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
で
96
件
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
う
ち
記
名
等
が
あ
り
、
回
答
が
可

能
な
65
件
に
つ
い
て
は
回
答
済
み
で
あ
る
。

美
郷
暮
ら
し
促
進
奨
励
金
事
業

問 

奨
励
金
交
付
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内
訳
は
。

答 

65
件
の
奨
励
金
交
付
の
内
訳
は
、
新
築
が
47
件
、

増
築
が
５
件
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
９
件
、
空
き
家
購
入
が

４
件
。
町
外
か
ら
の
転
入
は
10
件
。

　

サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し
て
は
、
奨
励
金
に
関
す
る
相
談

が
93
件
、
空
き
家
情
報
が
43
件
、
移
住
相
談
が
25
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
決
算
を
審
査
し
、

認
定
し
ま
し
た
。
財
政
状
況
を
表
す
経
常
収
支

比
率
は
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
81
・
９
％

と
、
良
好
な
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

会計名 歳入 歳出

一般会計 136億3914万円 128億9465万円

特別会計

国民健康保険 21億1713万円 20億3316万円

下 水 道 事 業 3億5993万円 3億5446万円

農業集落排水事業 1億7770万円 1億7322万円

後期高齢者医療 2億3531万円 2億3489万円

会計名 区分 収入 支出

水道事業
会　　計

収益的収支（税抜） 3億6041万円 3億5693万円

資本的収支（税込） 1億6713万円 3億2821万円

決算特別委員会

令和
５年度

決
算
を
認
定

財政状況
は

良好だね！
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シ
ニ
ア
元
気
い
き
い
き
支
援
事
業

問 
共
通
利
用
券
の
給
付
に
し
た
こ
と
、
ま
た
交
通
費

の
助
成
を
新
設
し
た
こ
と
の
効
果
は
。

答 

「
使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り
、

大
幅
に
伸
び
た
。
交
通
費
助
成
の
実
績
は
１
４
０
万
円

だ
っ
た
。

子
育
て
支
援
事
業

問 

妊
娠
・
出
産
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
金
が

あ
る
が
、
総
額
は
。

答 

次
の
表
の
と
お
り
。

熊
谷
隆
一
議
員　
予
算
は
適
切
に
執
行
さ
れ

て
い
る
。
歳
入
は
、
町
税
の
収
入
未
済
額
が

減
少
し
て
い
る
。
歳
出
は
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
拠
点
の
整
備
事
業
に
も
着
手
し
、
住
民
満
足

度
の
高
い
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
る
。
継
続

的
に
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
経
常

収
支
比
率
は
良
好
で
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。

泉
美
和
子
議
員　
令
和
５
年
度
予
算
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
推
進
予
算
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
反
対
し
た
。
そ
の
予
算
が
執
行
さ
れ
た

決
算
認
定
に
も
反
対
す
る
。

反対賛成 討
　
論

一
般
会
計
決
算
認
定

監査委員による審査

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
意
見
（
一
部
抜
粋
）

　
各
会
計
の
決
算
書
、
明
細
書
、
調
書
は
、
関
係

法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
各
種
事
業
が

順
調
に
推
進
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
や

町
債
の
繰
上
償
還
の
実

施
な
ど
、
今
後
も
堅
実

な
財
政
運
営
を
続
け
て

ほ
し
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収
事
業

問 

本
格
実
施
に
向
け
た
課
題
は
。

答 

試
験
回
収
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
こ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
良
い
」
が
72
％
だ
っ
た
が
、
説
明

チ
ラ
シ
の
理
解
度
が
48
％
と
低
か
っ
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
事
業

問 
実
施
隊
員
は
危
険
を
伴
う
が
、
報
酬
の
内
容
は
。

答 
報
酬
は
年
額
２
万
７
０
０
０
円
で
、
費
用
弁
償
と

し
て
日
額
２
９
０
０
円
を
実
働
に
応
じ
て
支
給
し
て
い

る
。
隊
員
数
は
26
人
。

指
定
管
理
委
託
事
業

問 

町
内
宿
泊
施
設
の
客
室
稼
働
率
と
向
上
策
は
。

答 

千
畑
温
泉
サ
ン
・
ア
ー
ル
は
26
・
４
％
、
六
郷
温

泉
あ
っ
た
か
山
は
41
・
５
％
、
宿
泊
交
流
館
ワ
ク
ア
ス

は
60
・
２
％
。

　

千
畑
温
泉
サ
ン
・
ア
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
宿
泊
メ
ニ
ュ
ー
や
料
理
な
ど
の
充
実

を
図
り
、
客
室
稼
働
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

子育て支援金（出生児がひとりの場合）
出産応援金（国） 5万円

出生祝金（町） 5万円

子育て応援金（国） 5万円

出産おめでとう給付金（県） 2万円

合　計 17万円

プラスチックゴミ回収試験袋
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・
自
立
支
援
給
付
事
業

　

�　

軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
一

部
助
成
（
20
人
分　

総
額
１
０
０
万
円
）

・
窓
口
用
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
購
入

・
”生
薬
の
里 

美
郷
“
構
想
推
進
事
業

　

�　

キ
キ
ョ
ウ
用
定
植
機
の
導
入
費
用
の
全
額
助
成

・
農
業
経
営
等
復
旧
・
継
続
支
援
対
策

　

�　

７
月
の
大
雨
に
よ
る
水
稲
、
大
豆
、
園
芸
作
物
等

の
営
農
継
続
費
用
の
一
部
助
成

・
仏
沢
公
園
遊
歩
道
の
復
旧

令和６年度補正予算令和６年度補正予算
会計名 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 ８億４４１１万円 １３０億６７６４万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２４０万円 ２１億８５１３万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 １８３７万円 ２億５８９０万円

農業集落排水事業特別会計 ２２０万円 １億７４８９万円

後期高齢者医療特別会計 ４１万円 ２億５６０４万円

水道事業会計 収益的支出 ３２万円 ３億８９６６万円

一般
会
計
補
正
予
算（
主
な
事
業
）

・�

小
安
門
住
宅
、
野
荒
町
住
宅
の
老
朽
化
に

よ
る
改
修

・
芸
術
文
化
推
進
事
業

　
　

野
外
芸
術
空
間
創
出
の
彫
刻
等
創
作
経
費

・�

登
録
有
形
文
化
財
「
関
田
円
型
分
水
工
」

の
看
板
等
製
作

・�

旧
カ
ン
ト
リ
パ
ー
ク
法
面
復
旧
の
調
査
設

計
業
務

・�

湯
と
ぴ
あ
雁
の
里
温
泉
の
飲
料
水
井
戸
水

中
ポ
ン
プ
の
取
替

９９
月
定
例
会

月
定
例
会

　

９
月
３
日
か
ら
11
日
間
の
日
程
で
９
月
定
例
会
を
開
き

ま
し
た
。
補
正
予
算
７
件
、
条
例
改
正
な
ど
７
件
、
人
事

１
件
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

補
正
額
の
大
き
な
も
の
は
、
町
道
舗
装
補
修
等
の
１
億

３
０
８
０
万
円
、
繰
上
償
還
元
金
の
４
億
５
０
７
１
万
円

で
す
。補聴器購入に一部助成

●�

補
聴
器
の
購
入
補
助
に
感
謝

　

補
聴
器
は
片
耳
だ
け
で
15
万

円
も
す
る
の
で
、
購
入
の
補
助

は
助
か
り
ま
す
。
耳
が
遠
い
と

会
話
し
づ
ら
く
な
り
、
家
に
こ

も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
補
聴

器
を
つ
け
た
ら
、
会
合
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

まちの声

髙橋　悦央さん

（荒町）

環境配慮型美郷暮らし整備事業

Ｑ　�旧わくわく園跡地の宅地開発のス
ケジュールは。

Ａ　�現在、造成計画の詳細を詰めてい
る。令和７年度に造成工事の予算
を計上する予定。

スミズミスミズミ
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人
　
事

【
人
権
擁
護
委
員
】

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
再
任
）

■
齊
藤　

敦
子 
氏
（
大
坂
）

条
　
例
（
主
な
も
の
）

・
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

�

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ

る

　

反
対
討
論
　

（
泉
美
和
子
議
員
）

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
を
前
提
と
し
た
も

の
で
、
個
人
情
報
の
漏
洩
な
ど
危
惧
さ
れ
る
の
で
反

対
す
る
。

・�

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問 

団
員
数
と
充
足
率
は
。
分
団
の
再
編
成
は
考
え

て
い
る
か
。

答 

団
員
数
は
２
９
５
名
で
、
充
足
率
は
81
・
９
％
。

再
編
成
は
、
検
討
す
べ
き
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

臨
時
会
（
令
和
６
年
７
月
12
日
）

　

議
案
２
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
２
６
２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
２
２
億
２
３
５
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
事

業
は
民
営
水
道
水
質
対
策
費
、
有
害
鳥
獣
等
駆
除
防
除

事
業
。

問 �

有
害
鳥
獣
を
誘
引
す
る
樹
木
の
伐
採
へ
の
補
助
に

つ
い
て
、
伐
採
費
と
処
分
費
を
分
け
た
理
由
は
。

答 �

樹
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
場
所
や
環
境
に
よ
っ

て
は
、
敷
地
外
に
運
搬
し
て
処
分
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
。

（
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
）

〇�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
陳
情�

　
〇�

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
及
び
教
職
員
定
数
改
善
並
び

に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
引
き
上
げ
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
陳
情

陳
　
情

採
択

問 �

伐
採
が
想
定
し
た
50
本
を
超
え
た
場
合
、
再
度
、

補
正
予
算
と
す
る
の
か
。

答 �

申
請
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

臨
時
会
（
令
和
６
年
９
月
24
日
）　

　

議
案
4
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

〇
財
産
の
取
得
の
追
認

　

令
和
５
年
度
に
購
入
し
た
「
除
雪
機
械
用
消
耗

品
」
「
教
師
用
指
導
書
等
」
を
議
会
の
承
認
を
経
ず

契
約
を
締
結
し
た
た
め
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
に
４
２
８
万
7
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
３
０
億
７
１
９
３
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
水
道
水
か
ら
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

が
検
出
さ
れ
た
仙
南
地
区
で
教
育
施
設
の
飲
用
や
給

食
に
利
用
さ
れ
る
水
栓
に
浄
水
器
を
設
置
す
る
費
用

や
、
消
防
団
員
募
集
ポ
ス
タ
ー
印
刷
費
な
ど
。

〇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

仙
南
中
央
の
水
道
加
入
者
の
浄
水
器
設
置
に
対
す

る
補
助
50
件
。
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議
員　

町
は
今
年
20
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
、
時
代
に
即
し

た
確
か
な
足
跡
を
残
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
や
連
携
協
定
な
ど
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
や
、
財
政

面
に
お
け
る
町
債
の
大
幅
な
削
減
、
基

金
の
積
み
増
し
な
ど
、
安
定
し
た
行
財

政
運
営
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
成
果
は

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の

が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
長
の
描
く
町
の
将
来
像
、
そ
し
て

改
選
に
向
け
た
考
え
は
。

町
長  

民
間
企
業
の
調
査
結
果
に
お
い

て
「
街
の
住
み
心
地
」
や
「
街
の
幸
福

度
」
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
す

る
な
ど
、
目
指
す
姿
に
少
し
ず
つ
近
づ

い
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

住
む
満
足
感
、
幸
せ
感
が
さ
ら
に
膨

ら
む
町
に
な
る
こ
と
が
、
私
の
考
え
る

町
の
将
来
像
で
あ
る
。

　

今
後
も
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
諸

課
題
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
特
徴

の
あ
る
町
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

熟
慮
を
重
ね
、
引
き
続
き
町
政
の
牽

引
役
と
し
て
頑
張
り
た
い
決
意
を
固
め

た
。

議
員

９月12日の本会議では、７人の議員が一般質問を行いました。
質問・答弁の内容を要約してお伝えします。

年４回の議会定例会で行われる、議員主導の行財政全般にわたる政策論議です。一般質問とは？

深
ふか

沢
さわ

　義
よし

一
かず

 議員	 ◇改選に向けた考えは

村
むら

田
た

　　薫
かおる

 議員	 ◇教職員のストレス対策について　　　　◇ヘルプマークの認知拡大について

深
ふか

澤
さわ

　　均
ひとし

 議員	 ◇乗合タクシーの自宅前乗車について　　◇地方就職学生支援事業について
	 ◇リリオスのエアコン設備について
鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員	 ◇防災情報の音声による伝達について

高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員	 ◇豊かな心と人材を育てるまちづくりについて

長
は

谷
せ

川
がわ

幸
ゆき

子
こ

 議員	 ◇予約制乗合タクシーの乗降所について
	 ◇災害応急対策の「福祉的な支援」の取り組みについて
泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員	 ◇自衛隊への個人情報提供について　　　◇学校給食費の無償化を

質問者

一 般 質 問

深
ふか

沢
さわ

　義
よし

一
かず

 議員

答
引
き
続
き
牽
引
役
を
目
指
す

問
改
選
に
向
け
た
考
え
は
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議
員　

美
郷
中
学
校
教
職
員
の
家
族
か

ら
「
業
務
量
が
多
く
学
校
や
家
で
夜
遅

く
ま
で
仕
事
を
し
て
お
り
精
神
的
ス
ト

レ
ス
が
心
配
」
と
話
が
あ
っ
た
。
町
の

改
善
策
は
。

　

ま
た
、
普
通
学
級
に
特
別
支
援
の
必

要
な
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
へ
の
対

策
は
。

教
育
長  

「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
推

進
計
画
」
を
踏
ま
え
て
教
員
の
業
務
量

を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
。
教
員
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
健
康
保
持
に

努
め
る
。

　

近
年
、
特
別
支
援
が
必
要
な
児
童
、

生
徒
の
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
町

で
は
学
校
生
活
支
援
員
を
小
・
中
学
校

に
配
置
し
、
教
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。

議
員  

障
害
者
な
ど
へ
配
布
し
て
い
る

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
拡
大
の
た
め
、

学
校
教
育
の
場
で
も
取
り
組
み
を
。

教
育
長  

福
祉
の
学
習
や
、
認
知
症
の

方
の
理
解
と
見
守
り
の
た
め
実
施
さ
れ

て
い
る
「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
な
ど
の
際
、
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
よ
う

働
き
か
け
て
い
く
。

議
員

議
員　

行
政
視
察
を
行
っ
た
多
く
の
自

治
体
で
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
自
宅
前

か
ら
乗
降
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
町
で
も
実
現
で
き
な
い
か
。

町
長 

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
移
動
手
段
の
確

保
を
実
現
し
つ
つ
、
制
度
構
築
し
て
き

た
。

　

自
宅
前
乗
降
に
つ
い
て
は
、
地
域
交

通
事
業
者
と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
各
方
面
で
制
度
改
正
の
整
理
が
つ

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
美
郷
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
協
議
会
に
諮
り
、
協

議
し
て
い
く
。

議
員  

夏
の
異
常
な
暑
さ
の
中
、
リ
リ

オ
ス
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
期
待
す
る
多

く
の
声
が
あ
る
。
町
の
考
え
は
。

町
長  

近
年
の
夏
の
暑
さ
に
は
十
分
注

意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
体
調
不
良
を
回
避
す
る
た
め
、
必

要
時
に
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

や
、
既
設
の
エ
ア
コ
ン
冷
気
が
流
入
す

る
よ
う
ア
リ
ー
ナ
ド
ア
の
開
放
を
行

う
。
引
き
続
き
適
切
な
休
息
、
水
分
補

給
な
ど
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
「
地
方
就
職
学
生
支
援
事

業
」
】

議
員

リ
リ
オ
ス
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
拡
大
を

11.7%

12

11

10

9

8
172016

8.9

％

18 19 20 21 22 23

高ストレス者と判定された
教職員の割合

（公立学校共済組合調べ）
ヘルプマーク

乗合タクシーパンフレット

村
むら

田
た

　　薫
かおる

 議員

答
業
務
量
を
適
切
に
管
理
す
る

問
教
職
員
の
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
策
を

深
ふか

澤
さわ

　　均
ひとし

 議員

答
地
域
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

自
宅
前
乗
降
を
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全
県
を
放
送
エ
リ
ア
と
す
る
エ

フ
エ
ム
秋
田
が
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
を
使
い
地
域
を
限
定
し
た
放
送
を
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
当
町
に
は
防
災
行

政
無
線
が
あ
り
、
防
災
メ
ー
ル
や
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
登
録
も
進
ん
で
い

る
。
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
使
用
は

止
め
て
、
そ
の
分
の
経
費
を
防
災
行
政

無
線
の
能
力
向
上
に
充
て
た
方
が
良
策

で
は
な
い
か
。

町
長  

緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
配
布
を

始
め
、
７
年
が
経
過

し
て
い
る
。
機
器
の

議
員　

野
外
に
お
い
て
芸
術
に
親
し

み
、
癒
や
さ
れ
、
楽
し
め
る
空
間
を
創

出
す
る
た
め
、
中
央
公
園
エ
リ
ア
に
彫

刻
等
の
作
品
を
設
置
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
町
民
に
対
す
る
周
知
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
事
業
を
進
め
る
の
か
。

町
長  

令
和
６
年
２
月
に
第
１
期
基
本

計
画
を
策
定
し
、
令
和
11
年
度
ま
で
の

６
年
間
に
わ
た
り
、
１
基
５
０
０
万
円

以
内
の
制
作
費
で
７
基
設
置
す
る
。

　

町
民
へ
の
周
知
は
、
施
政
方
針
を
通

じ
て
伝
え
る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

　

作
品
は
毎
年
度
、
制
作
候
補
者
を
選

定
し
、
選
考
の
上
で
決
め
て
い
く
。

耐
用
年
数
は
４
年
で
、
全
世
帯
分
を
更

新
す
る
に
は
約
１
億
円
か
か
る
。
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
新
た
な
情
報
伝
達
手
段
の
選

択
を
検
討
す
る
際
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
使
用
継
続
も
検
討
し
た
い
。

議
員  

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
家
の

中
で
聞
け
る
「
戸
別
受
信
機
」
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
最
近
は
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
、
音
が
遠

く
ま
で
届
く
「
ホ
ー
ン
ア
レ
イ
式
」
を

導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
導

入
の
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

町
長  

戸
別
受
信
機
は
１
台
約
５
万
円

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ア
ン
テ
ナ
設
置

費
用
が
別
途
５
万
円
ほ
ど
か
か
る
。現

在
の
と
こ
ろ
、導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ン
ア
レ
イ
式
の
ス
ピ
ー

カ
ー
は
重
量
が
重
く
、
支
柱
の
強
度
が

不
足
し
て
い
る
と
な
れ
ば
建
て
替
え
が

必
要
と
な
る
。
導
入
に
は
ど
う
い
う
課

題
が
あ
る
の
か
、
調
査
検
討
を
し
た
い
。

【
他
の
質
問
「
緊
急
告
知
放
送
の
利
用

実
績
」
「
ラ
ジ
オ
機
器
の
管
理
と
追
加

購
入
の
必
要
性
」「
火
災
情
報
の
放
送
」】

議
員  

関
田
円
型
分
水
工
は
町
内
で
初

め
て
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
見
通

し
と
な
り
、
施
設
案
内
板
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た

が
、
文
化
振
興
や
誘
客
促
進
に
向
け
た

活
用
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長  

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
を
図
り
、
町
内
設
置
の
大
型
看
板
に

文
化
財
登
録
を
明
記
す
る
ほ
か
、
分
水

工
ま
で
の
案
内
看
板
の
点
検
を
行
い
、

追
加
設
置
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
見

学
者
用
バ
ス
は
六
郷
東
根
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
活
用
す
る
。

　

華
美
な
観
光

施
設
で
は
な

く
、
昭
和
初
期

の
農
業
用
水
施

設
と
し
て
、
現

状
の
景
観
の
ま

ま
、
保
存
・
活

用
し
て
い
く
。

【
他
の
質
問
「
町
教
育
大
綱
の
推
進
状

況
」「『
ふ
る
さ
と
美
郷
は
宝
箱
』の
活

用
」「
六
郷
高
校
の
協
議
会
新
設
」】

議
員

議
員

関
田
円
型
分
水
工
の
活
用
を

防
災
行
政
無
線
を
聞
き
や
す
く

関田円型分水工

緊急告知ＦＭラジオ

高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

答
令
和
６
年
度
か
ら
６
年
か
け
て
進
め
る

問
中
央
公
園
に

彫
刻
設
置
の
周
知
を

鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員

答
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
選
択
と
併
せ
て
検
討

問
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
使
い
続
け
る
の
か
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議
員　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
利
用
者
宅

か
ら
乗
降
所
ま
で
の
距
離
が
最
長
で

４
０
０
メ
ー
ト
ル
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
利
便
性
や
安
全
性
を
考
え
、
乗
降

所
を
自
宅
前
に
で
き
な
い
か
。

町
長  

利
用
者
の
寒
暑
時
の
安
全
性
の

指
摘
も
踏
ま
え
、
今
後
、
交
通
事
業
者

と
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
公
金

を
支
出
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
ど
う
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
改
め
て
検
討
す

る
。
各
方
面
で
制
度
改
正
の
整
理
が
つ

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
美
郷
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
協
議
会
に
諮
り
、
協

議
し
て
い
く
。

議
員　

町
で
は
、
自
衛
隊
法
を
根
拠
と

し
て
、
募
集
対
象
者
情
報
（
募
集
対
象

年
齢
と
な
る
住
民
の
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
性
別
）
を
自
衛
隊
に
書
類
で

提
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
法
律
は
、
資

料
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
だ
け
で
名
簿
提
出
の
根
拠
に
な
ら
な

い
と
の
見
解
を
、
多
く
の
弁
護
士
や
学

者
が
表
明
し
て
い
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
障
し
た
憲
法

に
基
づ
く
個
人
の
尊
厳
を
守
る
立
場
か

ら
も
、
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
の
提
供

は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

自
衛
隊
法
施
行
令
に
基
づ
く
個

人
情
報
の
提
供
は
、
個
人
情
報
保
護
法

議
員  

国
は
令
和
6
年
６
月
、
防
災
基

本
計
画
を
修
正
し
、
災
害
応
急
対
策
に

福
祉
的
な
支
援
の
必
要
性
を
明
記
し

た
。
具
体
的
に
は
、
ス
フ
ィ
ア
基
準

（
避
難
所
の
国
際
基
準
）
も
踏
ま
え
つ

つ
、
①
間
仕
切
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

の
設
置
、
②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
、
③
生
活
に
必
要
な
水
の
確
保
、

④
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配
置
、
な
ど

で
あ
る
。
今
後
の
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長  
災
害
に
対
す
る
備
え
は
県
の
基

準
を
踏
ま
え
て
適
正
に
整
え
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配
置
は
取
得

経
費
の
ほ
か
、
維
持
管
理
に
相
応
の
負

担
が
あ
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。
改
め

て
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま
え
た
状
況
に

つ
い
て
確
認

し
、
充
分
で

な
い
場
合
は

見
直
し
て
い

く
。

に
規
定
さ
れ
る
「
法
令
に
基
づ
く
場

合
」
に
該
当
す
る
と
の
見
解
が
、
国
の

個
人
情
報
保
護
委
員
会
よ
り
示
さ
れ
て

お
り
、
根
拠
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
事

務
な
の
で
、
問
題
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
募
集
対
象
者
が

情
報
提
供
の
除
外
を
希
望
す
る
場
合

は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
除
外
措
置
を

と
る
旨
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周
知

し
て
い
る
。

議
員  

物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し
て

い
る
今
こ
そ
、
町
で
も
学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、
国
と
県
に
対
し
、
無
償
化
の
実

現
に
向
け
た
制
度
の
構
築
を
早
急
に
行

う
よ
う
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

現
段
階
で
は
、
お
よ
そ
７
千
万

円
分
の
給
食
費
を
町
が
担
う
判
断
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
国
の
動

き
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
国
の
対
応

方
針
決
定
に
時
間
を
要
す
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
県
市
町
村
会
等
を
通

じ
、
要
望
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員

議
員

災
害
応
急
対
策
の
福
祉
的
な
支
援
は

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

間仕切りと段ボールベット

長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員

泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員

答

答

地
域
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く

法
的
に
は
問
題
な
い

問

問

乗
合
タ
ク
シ
ー
の

乗
降
所
を
自
宅
前
に

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

提
供
は
中
止
を
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◎活力ある地域づくり事業の活用状況は　《企画財政課》
　町の活力や地域力の低下が懸念されているため、地域づくり活動に支援を継続していくことが必要である。

町への意見 　地域の活性化のためには有効な事業と考える。
　　　　　　　�　これまで交付した具体例を示したチラシ等を配布するなど、周知をさらに強化してほしい。

町への意見 　�個別の対応方針や優先順位を定め、最終的には行政代執行を視野に入れて、減少に努めて
ほしい。

　　　　　　　　特定空家を解消するには財政の問題が大きく、支援策を国に要望することも大事だ。�

◎危険空家の対応状況は　《住民生活課》
　危険空家は建物からの飛散物による停電や雪による倒壊、落雪による歩行者への危険など深刻な事態が想
定されるため、適切な管理や早急な解体の促進等が必要である。

総務産業常任委員会
令和６年８月20日

役場の仕事を、調べ隊！

所管事務調査

●行政区や町内会等の自治組織
対象経費 補助額

活力ある地域づくりのた
めに行う事業

　当該経費の３分の２に該当する
額以内の額で、上限30万円。
【交付が４回以上】
　当該経費の２分の１に相当する
額以内の額で上限20万円。
【交付が７回以上】
　当該経費の３分の１に相当する
額以内の額で、上限10万円。

地域の課題解決のために
行う事業

地域の伝統行事の保存及
び継承のために行う事業

　当該経費の２分の１に相当する
額以内で、上限５万円。

●町が把握する空家の棟数� （単位：件）基準日：年度末日　

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
棟数 257 254 249 249 244 235 226 221 222 216 208

危険空家 　 　 　 　 　 　 23 23 28 29 31
うち特定空家 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8

※特定空家とは、そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険な空家など。

●これまでの利用実績� （単位：件、千円）基準日：年度末日

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
件　　数 3 2 7 5 2 8 4 4 2 21 17
補助上限 300 500 800 1,000 800
決 算 額 900 600 1,713 1,310 600 3,664 1,900 1,900 1,385 18,322 15,512

●令和５年度交付実績
①一丈木自治会（地域活動、夏祭りなど）
②関田会（花壇整備）
③湧太郎まつり実行委員会（イベント）
④万願寺行政区（盆踊り）
⑤後三年秋の陣in金澤実行委員会（イベント）
⑥上畑屋部落会（グラウンドゴルフ大会）
⑦美郷ジャズオーケストラ（コンサート）
⑧茨島青年部（梵天奉納）
⑨安城寺自治会（天筆、雪まつり）

説　明

説　明

安城寺雪まつり

●会則等の定めのあるボランティア団体や住民活動団体
対象経費 補助額

ボランティア団体及び住
民活動団体が行う事業で
町長が認めたもの

　当該経費の３分の２に該当する
額以内の額で、上限30万円。
【交付が４回以上】
　当該経費の２分の１に相当する
額以内の額で上限20万円。
【交付が７回以上】
　当該経費の３分の１に相当する
額以内の額で、上限10万円。
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①二元代表制の下、合議制の機関である議会の役割を明らかにすること。
②�町民の負託に的確に応え、町民福祉の向上と公正で民主的な町政の発展に寄与すること。
◆︎目的達成のため、議員の任期開始後、全員に条例の内容を周知徹底します。

①町長等による町政運営が適切に行われているかを監視すること。
※町長等⇒町長、教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、監査委員など。

②公正性・透明性を確保し、町民に分かりやすい議会活動を行うこと。

①議員間の自由な討議を重んじること。
②町民の意見を的確に把握し、諸課題の調査研究・解決に努めること。
③自らの資質向上に努め、研さんを積むこと。
④町民全体の福祉の向上を目指して活動すること。
◆町が主催する公的行事等に出席し、二元代表制の下で
　議員の職責を果たします。

○�町長等と常に緊張ある関係を保ち、議論を尽く
し、議事機関としての役割を果たしていく。

◆�執行権を有する町長と議決権を有する議会は、自治体運
営の車の両輪として、対等な関係にあります。

美郷町議会
基本条例の
概略（あらまし）

【前文】条例の制定趣旨や基本原則を述べるもの
◇�美郷町⇒�奥羽山脈のすそ野、仙北平野に広がる田園風

景と湧き水、秋田の豪雪地。

◇�町議会⇒�豊かな自然、歴史、文化とともに生きる美郷
町民の健康で幸せな暮らしと、町の発展を目
指す。また、町民の信頼と負託に応えていく
ことを決意します。

令和６年７月１日から施行されている美郷町議会基
本条例は、全19条で構成されており、条文等の理

解を深めるため、３回にわたり説明を行います。
（第１回は前文～第４条）

連載１

【第１条】

【第２条】

【第３条】

【第４条】

目　的

議会の活動原則

議員の活動原則

町長等と議会の関係

町　長

有　権　者

二元代表制とは
議案

直接選挙

議決
行政機関

議　会

議決機関

直接選挙

町の風景

対等な関
係に

あるんだね

「美郷町議会を語る会～議会基本条例の解説～」を、11月21日（木）午後２時から中央ふれあい館で開催し
ます。ご参加をお待ちしています。
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
教
育
民
生

常
任
委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
７
人
（
１
人
欠

席
）
が
行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
３
市
町
は
、
課
題
解
決
に
取
り
組

む
先
進
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
び
の
成
果
を
美
郷
町
の
施
策
へ
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
視
察
先
を
選
定
し
ま
し
た
。

自治体名 人口（人） 世帯数（世帯） 面積（㎢）
岡山県美咲町 12,845 5,911 232.17
岡山県奈義町 5,735 2,538 69.52
香川県三豊市 61,407 26,387 222.69
秋田県美郷町 17,831 6,612 168.32

課
題
解
決
の

先
進
地
を
視
察

住民基本台帳（総務省・令和6年1月1日）、全国都道府県市区町村別面積調
（国土地理院・令和6年4月1日）より

美咲町にて

　岡山県の中央部、中山間地域にある美咲町。消
滅可能性自治体から脱却した町として、注目され
ています。
　人口減少はさけられないが、町民が明るく笑顔
で暮らすことはできる――「賢く収縮するまちづ
くり」を合言葉に、さまざまな施策を展開してい
ます。子育て支援策の中には、「水道基本料金助
成」という珍しい制度もありました。義務教育学
校は２つあり、英語教育に力を入れる学園、地域
とのつながりを重視する学園、それぞれ差異化が
図られていました。
　地域づくりでは「小規模多機能自治組織」を推
進しています。これまでの81自治会が、13の運
営組織に再編されました。地域のことを自ら考え
て主体的に活動する組織へと、成長を続けています。
　「にぎやかな過
疎」を目指して活
動 す る 「 倭 文 西
（しとりにし）ま
ちづくり協議会」
は、小規模多機能
自治組織のトップ
ランナーです。中学生以上の全員にアンケートを
取り、地域の課題を把握することからスタートし
ました。見守りや空き家対策などの活動に、楽し
みながら取り組んでいます。
　「地域の活力は人『交』密度（人づきあいの高
さ）によって決まる」という一言が、印象に残り
ました。

賢く収縮するまちづくり
岡山県

美
み

咲
さき

町
ちょう

見守り活動に使う黄旗

秋田県町村議会議員研修会
令和６年７月19日

秋田県町村議会広報研修会
令和６年７月19日

「住民に読まれ、伝わり、議会の
見える化へ」
講師 ：芳野 政明氏（広報コンサルタント）

「みさと議会だより」の紙面クリニックでは、次
の点を評価いただきました。

・定例会終了１カ月後の早期発行は立派

・住民登場の企画が多彩

・一般質問などの議事公開も良い

「今後の政局・政治展望」
講師 ：岩井 泰信 氏（日本大学名誉教授）

　混迷する政治情勢について学びました。

「地方が取り組む“防災DX”について」
講師 ：永田 尚三 氏（関西大学社会安全学部教授）

　各種資源配分を最適化する方策として、防災
DX（デジタルトランスフォーメーション）体制
の構築が必要であることを学びました。
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美郷町議会議員研修会 令和６年７月12日

「農業あれこれ」、サキホコレの危機か？？
　平成21・22年度に、美郷町農政課参事として秋田県より派遣さ
れた経験のある（現）農林水産部長の齋藤正和氏より講話をいただ
きました。
　演題は「農業あれこれ」で、印象的だったのはサキホコレの品種
登録の出来事です。特許庁からは「登録名は名詞が基本、サキホコ
レは動詞」との指摘で大慌て、サキホコレの危機か？？
　最終的にはカタカナ名ということで動詞外と判断され、ホッとし
た心境が語られました。

　通所介護事業所（デイサービス）の共同送迎
に、三豊市は全国で初めて取り組みました。
　各施設が単独で行っていた送迎業務を集約し、
外部の団体に運行を委託します。送迎車は地域内
を回り、利用者を乗せて各施設に送り届けます。
施設側としては、送迎業務に従事する人員を確保
しなくてもよくなります。
　共同送迎は、市が事業企画を進め、社会福祉協
議会が事業主体となりました。福祉有償運送の制
度を活用しており、一般のドライバーが白ナン
バー車両で運行しています。
　事業を始めて見えてきた課題は、予想していた
よりも参加施設が少なく、まだ採算が取れていな
いことです。送迎利用の料金収入が少ないため、
現在は市からの補助金を補填しています。
　今後は参加施設を増やし、将来は通院や買い物
など福祉分野における移動サービスと重ねてい
く構想がありま
す。このまます
ぐ美郷町に移植
できる事業では
ありませんが、
教育民生常任委
員 会 で 継 続 し
て取り組む研究
テーマに設定し
ました。

通所介護の送迎を共同化
香川県

三
み

豊
とよ

市
し

共同送迎のイメージ

　令和元年の合計特殊出生率が「2.95」まで回
復した奈義町は、少子化対策の「奇跡のまち」と
して有名です。
　子育て世帯への経済的な支援策は、高校生への
就学支援金や小中学校の教材費無料化など、たい
へん充実しています。少子化対策は、高齢者に
とっても住みやすい町をつくることにつながると
いう認識が、町民の間に共有されています。町職
員からは「どこの町でも取り組めそうな施策ばか
り」と説明がありました。
　町は平成24年に「子育て応援宣言」、令和5年
に「こどもまんなか応援サポーター宣言」を出し
ました。高い合計特殊出生率の鍵は「安心感」に
あります。奈義町の子育て世帯の約半数は、子ど
もが3人以上の多子世帯。子育て世代が気軽に集
える「なぎチャイルドホーム」には子育てアド
バイザーが
常駐し、子
育てを町民
同士で支え
合う環境が
整っていま
す。
　特色ある
教育も魅力
のひとつです。こども園から中学校までの全学年
にＡＬＴを1人ずつ常駐させ、英語によるコミュ
ニケーション力の向上に取り組んでいます。

高い出生率の鍵は安心感
岡山県

奈
な

義
ぎ

町
ちょう

なぎチャイルドホーム
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７
月
12
日

第
５
回
臨
時
会

議
会
活
性
化
検
討
会

美
郷
町
議
会
議
員
研
修
会

19
日

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

８
月
５
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

行
政
視
察
研
修
（
～
7
日
）

19
日

議
会
運
営
委
員
会

20
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

所
管
事
務
調
査

27
日

議
会
運
営
委
員
会

30
日

議
会
連
絡
会

議
会
活
性
化
検
討
会

９
月
３
日

第
６
回
定
例
会
（
～
13
日
）

４
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

19
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

24
日

第
７
回
臨
時
会

26
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
の
動
き

私たち女子卓球部は、３年生 13人、２年生１人、１年生１人の計 15人で６
月まで活動していました。練習で特に心がけていたことは、常に試合のとき

のような緊張感を保つことです。部員のほとんどが未経験でしたが、互いにアド
バイスをし、技術の向上とともに、心身の成長につながりました。個性豊かな仲
間たちと練習が出来たことは貴重な思い出です。惜しくも夏の総体で５連覇とい
う目標を達成することはできませんでしたが、後輩には自分の決めた目標に向か
い日々の練習に励んでもらいたいです。健闘を祈っています。がんばれ！�

主将　栗林　香乃

ムチュ
ーデン

ト

美郷中

シリーズ

女
子
卓
球
部

今号の
撮影者

（六郷高校写真部）

左：２年生 須田 百菜さん
全員の顔を一枚の写真に収めることが難しかったのですが、最後
には自然な表情を撮ることができました。撮影に協力いただき、
ありがとうございました。
右：２年生 渋谷 大雅さん
女子卓球部の皆さんの素敵な笑顔を撮ることができました。貴重
な体験をさせていただき、ありがとうございました。
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技
術
の
向
上
と
、

心
身
の
成
長
！

採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
議
決
結
果議員名

熊
谷
　
隆
一

村
田
　
　
薫

鈴
木
　
正
洋

藤
原
　
政
春

髙
山
　
茂
雄

高
橋
　
邦
武

深
澤
　
　
均

伊
藤
　
福
章

髙
橋
　
正
和

泉
　
美
和
子

深
沢
　
義
一

熊
谷
　
良
夫

澁
谷
　
俊
二

長
谷
川
幸
子

鈴
木
　
良
勝

森
元
　
淑
雄

◎令和６年第６回議会定例会（9/13）� ○：賛成　●：反対
議案第64号　美郷町国民健康保険条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 可決
認定第１号　令和５年度美郷町一般会計決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 認定
陳情第35号　地方財政の充実・強化を求める意見書提出に関する陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 採択

採 決 結 果

14みさと議会だより●第81号

美
郷
中
・
議
会
の
動
き
・
採
決
結
果



みさと議会だより 第80号

正解正解とと当選者当選者

多数のご応募、議会や議会だよりに対するご
意見・ご感想ありがとうございました。抽選
の結果、次の方々が当選しました。

クイズ当選者

佐藤　　楓 様　　高田　　輝 様
照井　龍子 様　　藤田　昭子 様
高橋　国男 様

　７月１日から施行している条例は、
　美郷町議会○○条例

クイズ

▶【正解】基本

わかったかな？

感想等自由記載欄

クイズの答え

議会に関するアンケート
問１ 	議会を傍聴したことがありますか？

	 ① ある　　　② ない
	 どちらかに〇印をお願いします。　

問２ 	誌面の中で興味がある記事は何ですか？

問 　　　　 美郷町は  周年

問　美郷町は 周年

○の中だけお答えください

クイズ

応　募　方　法

　必要事項（氏名、住所、年齢、クイズの答え、アン
ケート）を記入のうえ、はがき又はメールにてご応募く
ださい。正解者の中から、抽選で５人の方に粗品を差し
上げます。（18歳以下優先枠あり）
　また、議会へのご意見をお待ちしております。

応募の注意
☆�応募専用はがき：85円切手を貼ってください。

☆�官製はがき：アンケートも忘れずにご記入ください。

☆応募はお一人様１通とさせていただきます。

あて先
〒019-1541　美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　　　　美郷町議会事務局　議会だより係

議会事務局メールアドレス
gikai@town.misato.akita.jp

締切日
令和６年10月31日（当日消印有効）

●次回定例会は、12月上旬を予定しています。
　 日程は11月１５日発行の「議会だよりお知らせ版」をご覧ください。

ク
イ
ズ
・ 

解
答
・
ア
ン
ケ
ー
ト



美郷町ホームページ　http://www.town.misato.akita.jp
印刷・製本／株式会社三森印刷
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地
球
環
境
に
や
さ
し
い

ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

85円切手を
貼って下さい

美郷町土崎字上野乙 170-10
美郷町議会事務局

議会だより係

0 1 9 1 5 4 1

き
り
と
り
線

き
り
と
り
線

きりとり線きりとり線

ふりがな
氏　名 年齢　　　歳

住　所

〒

電話番号

編
み
物
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
◇

　

こ
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
23
年
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。
講
師
の
戸
沢
洋
子
先
生

は
そ
の
当
時
か
ら
教
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
冬
の
間
だ
け
参

加
す
る
方
々
を
含
め
10
数
人
で
す
。

　

自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
決
め
、
編

み
方
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
戸
沢
先

生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
作
品
に
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。
マ
ス
ク
の
よ
う
な

小
物
か
ら
ベ
ス
ト
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

今
年
の
5
月
に
入
っ
た
人
は
、
編
み

針
の
持
ち
方
か
ら
教
わ
り
、
セ
ー
タ
ー

な
ど
4
点
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
作
品
は
、
美
郷
フ
ェ
ス
タ
で
展

示
し
ま
す
。

　

手
を
動
か
し
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り

に
花
が
咲
き
ま
す
。
漬
物
の
作
り
方
や

畑
の
こ
と
な
ど
を
語
ら
う
う
ち
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
す
。
毎
週

土
曜
日
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、
令
和
６
年
１
月
に

美
郷
町
芸
術
文
化
協
会
か
ら
奨
励
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
な
が
ら
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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～ 編み物クラブ ～～ 編み物クラブ ～

一緒に編んでみませんか一緒に編んでみませんか

自分で編んだ服を着てニッコリ！
前列中央が戸沢洋子先生、後列右が下村豊子代表

開催日：毎週土曜日
時　間：午前9時30分から午後4時30分まで
場　所：住民活動センター

住民活動センター
（0187-84-4922）

問い合わせ先


